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理由から思うのですが，新たに加えた魚の章を Alanに見てもらえないというのが最大の理由で

す．Alanと Janeから受けた励ましとアドバイス，あの昼食からずっと続いている友情に，心から

感謝しています．
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監訳者まえがき

本書は１９８４年にアメリカで出版され，食品や調理の科学的説明が豊富であることからベストセ

ラーになった本の，２０年のときを経て，さらに内容を充実させた２００４年改訂版の翻訳書である．

同書の原本および北山氏の翻訳のコピーを紹介された際に印象的だったのが，アメリカでこのよう

な類の本としては稀なほど多くの一般人に読まれているという事実だった．英語の題目が On Food

and Cooking―The Science and Lore of the Kitchen―とあり，Cookingと Scienceがぱっと目に飛び込

むと同時に，一般向けとして広く読まれている理由がそこにある気がした．日本には「調理科学

（Cookery Science）」という学問分野があり，「日本調理科学会」という学会も２００７年に創立４０周

年を迎え，この間の研究蓄積はさまざまな形で一般に向けて発信されている．しかし，日本で多く

出版されている「調理科学（Cookery Science）」という名の教科書は北米をはじめ海外ではほとん

ど見当たらない．調理科学的な内容のものは“Food Chemistry”などの専門書に含まれることもある

が，むしろ“Cooking”に関する一般向け書物の中に見受けられる．この事実は，実際に調理に係

り，食材から食卓までの広範な食物の知識を得たい，その食材がどのような変化を経ておいしい食

物となり，またなぜそうなるのか，などなどその食材に関するさまざまな情報を広く，時には深く

知りたい人たちにとっては少々不便である．一つの疑問を解決するのにいくつかの書物を調べなけ

ればならず，時にはそういう書物を探して見つけることからはじめなければならないからである．

本書はそのような人たちの知的欲求を満たすために書かれたと言っても過言ではなく，実際，マ

ギー氏が本書を著すことになった動機はまさにそこにあったと述べられている．

本書の構成は第１章：乳および乳製品，第２章：卵，第３章：肉類，第４章：魚介類，第５章：

食用植物，第６章：野菜各論，第７章：果実各論，第８章：植物由来の風味食材，第９章：種子，

第１０章：穀物で作る生地，第１１章：ソース，第１２章：砂糖，チョコレート，菓子，第１３章：ワ

イン，ビール，蒸留酒，第１４章：調理法および調理器具素材，第１５章：基本となる四つの食物分

子群からなり，総ページ数は８００ページを越える．この膨大なページ数は，食材が食卓に上がるま

での食品と調理に関するさまざまな分野（すなわち食品化学，調理科学，食品加工貯蔵学，食品微

生物学，栄養化学，食文化，食生活史など）に関するエピソード的なものから専門的な知識までを

一冊にまとめたためである．換言すると，何冊分もの情報がこの分厚い一冊に網羅されている．

監訳者の専門分野は調理科学である．翻訳書を日本で出版するにあたって，主として調理科学的

色合いが濃いということで監訳させていただいたが，本書で扱われている膨大な情報をあますとこ

ろなく伝えるという点においてさらなる改良の余地が残されていると思う．これは本書が食物に関

する書物としてその内容がいかに多様な分野にまたがっているかを示すものであり，複数の専門家

で作り上げていく類の書物であるということである．今後，多くの方々のご指摘，ご叱正をいただ

いて，さらなる訂正を加えていくことで本書の価値がより高まっていくことを念願している．食品

や調理に関する豊富な情報を包含した本書を一冊の本として身近に置いていただくことで，調理科

学という分野に興味・関心をもっていただき，かつ食物学研究の奥深さに思いを寄せていただけれ
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ば幸いである．

出版にあたって，まず翻訳者の北山薫氏および北山雅彦氏の両氏に対して，このような膨大な

ページ数の本書をわかりやすく，時に文学的表現を織り込みながら食物を愛する人たちへ送る一冊

の本として翻訳し，日本への紹介を果たしてくださったことにお礼を申し上げる．監訳にあたって

は，共立出版�取締役編集担当 信沢孝一氏，編集部 酒井美幸氏に大変お世話になった．特に酒

井氏には，原書とのつきあわせ，指摘事項の取りまとめや確認など煩雑な作業を実に丁寧にしてい

ただいた．心から感謝の意を表する．

２００８年１０月

香西みどり
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訳者まえがき

まずはじめに，まるで辞書のようなこの分厚い本を手に取ってくださった方々，ありがとうござ

います．気軽に読んでみようと思うには圧倒されるページ数ですが，十分に楽しんでいただける本

だと思います．適当にパッと開いたそのページから，読みはじめてみてください．あるいは，索引

をながめて少しでも興味を引いたものがあれば，そのページを探して見てください．そこには，さ

らなる興味をかき立てる何かがきっと見つかるはずです．好奇心を刺激されることは楽しい．知識

を蓄えることは楽しい．その知識を料理の実践に生かすことができればさらに楽しい．そんな食の

話題にも花を咲かせながら親しい人とともにテーブルを囲むひとときは，きっと人生を数倍楽しく

してくれるものと思います．

この本の日本語訳を行っている間は，ほんとうに充実した楽しい日々でした．身近な食材でも知

らないことばかりで，それを吸収した自分がどんどん博識になってゆくようでした．訳し終わった

今，結局それぞれの詳細はあまり覚えてはいないのですが，でも大丈夫．この本の中に答えがある

ことを私は知っているからです．食べもののことで何かを知りたい時には，まずこの本を手に取っ

てみてください．一人でも多くの人が，そんな身近な一冊としてこの本をそばに置いてくださるこ

とを願っています．

この本を訳してゆく過程で，いろいろな食べものが食べたくなりました．たとえば，作り方の違

うさまざまなチーズについて読むと，どうしてもチーズを食べたくなりました．そしてこの本は，

チーズの買い方や食べ方も丁寧に教えてくれます．また，聞いたこともない野菜や，珍しい果物が

出てくれば，それをぜひ食べてみたいと思いました．そしてこの本には，野菜や果物をおいしく食

べる方法が書かれています．その他にもパンや，お菓子や，ワインやビール，どれもおいしそうに

書かれているのです．今まで何気なく食べていたものでも，その作られ方や由来，おいしさの理

由，おいしく食べる方法などを知れば，もっともっと楽しみが広がるはずです．

食と科学が織りなす素晴らしい世界，そこを探索する楽しさを教えてくるこの本．その日本語訳

には，まず何よりも科学的な正確さを心がけました．その上でできるだけ多くの人たちに読んでい

ただけるために読みやすさも保たねばならない点が最も難しかったところです．今は，多くの人た

ちに楽しんでいただける，とてもよい本になったと自信をもってお薦めできます．

最後に，本書の日本語版出版に快くご承諾くださった Harold McGee先生，出版にご尽力くださ

った出版社の皆様，そして内容の科学的な正確さを実現してくださった香西みどり先生に，心から

感謝します．

２００８年１０月

北山 薫，北山雅彦
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